
て
書
か
れ
て
お
り
、
随
笠
と
見
る
以
外
ま
た
な
い
の
で
あ
る
。
随
筆
の
構
成
を

徒
然
草
に
あ
て
は
め
て
見
る
な
ら
始
あ
か
ら
こ
と
ど
と
し
い
構
想
が
あ
っ
た
わ

け
で
な
く
て
、
書
く
に
従
っ
て
、
内
容
も
発
展
す
る
し
、
兼
好
の
向
う
べ
き
方

向
も
意
識
決
定
さ
れ
て
采
た
で
あ
ろ
う
。
二
年
間
と
い
う
短
い
問
に
完
成
さ
れ

た
と
し
て
も
、
徒
然
茸
自
体
、
書
き
始
め
に
比
べ
終
り
の
部
で
は
相
当
に
発
展

的
内
容
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
徒
然
草
を
空
間
的
展
開
と
し
て
．
の
み
で
な

く
、
時
間
的
発
展
の
相
に
お
い
て
捉
え
て
行
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、

ま
た
充
分
う
な
づ
け
る
。

終
り
の
四
段
を
わ
た
く
L
は
全
段
の
結
論
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
二
四
〇
段

は
情
緒
世
界
の
、
二
四
一
段
は
遺
及
び
無
常
観
の
、
二
四
二
段
は
現
笑
的
人
間

の
欲
望
の
、
総
決
算
で
、
徒
然
草
全
体
を
こ
の
三
つ
の
方
向
に
、
ぎ
ゅ
っ
と
七

ぼ
っ
て
、
「
色
こ
の
ま
さ
ら
ん
に
は
し
か
じ
」
　
「
直
ち
に
万
事
を
放
F
し
て
、

遠
に
む
か
ふ
時
、
さ
は
り
な
く
、
所
作
な
く
て
、
心
身
な
が
く
し
づ
か
な
り
」

「
も
と
め
ざ
ら
ん
に
は
し
か
じ
」
と
ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
四
三
段
は
自
訴
だ
な
ど
と
考
え
る
J
り
も
前
三
段
を
こ
の
一
点
に
引
き
し

め
て
、
・
彼
の
魂
の
遍
歴
の
異
体
を
み
つ
め
た
、
彼
の
人
間
的
苦
悩
の
弁
証
法
的

発
展
の
姿
を
、
こ
ん
な
酒
落
た
言
い
方
で
、
無
限
に
歩
み
続
け
る
自
ら
の
投
影

に
し
た
と
と
り
た
い
。

－
　
都
立
忍
岡
高
炉
教
諭
1
1

増

　

　

田

欣

太
平
記
巻
三
十
二
と
源
威
集

－
－
作
者
の
視
点
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー

新
田
義
貞
が
金
ヶ
崎
城
で
討
死
（
一
三
三
七
・
建
武
四
年
）
し
、
後
醍
醐
天

皇
が
吉
野
に
崩
御
（
三
九
・
暦
応
二
年
）
し
た
の
ち
、
京
都
も
や
や
小
灰
を
保

っ
て
は
い
た
が
、
浅
内
周
辺
に
お
け
る
南
北
両
軍
の
小
ぜ
り
あ
い
は
た
え
ザ
く

り
返
さ
れ
て
い
た
。
つ
い
で
脇
屋
義
助
の
病
死
（
四
二
・
駅
永
元
年
）
や
楠
木

正
行
の
敗
死
（
四
八
・
良
和
四
年
）
と
と
も
に
そ
の
勢
力
が
い
よ
い
よ
衰
退
し

た
南
朝
は
、
こ
ん
ど
は
足
利
直
義
と
高
師
直
と
の
反
目
、
尊
底
兄
弟
の
不
和
な

ど
足
利
政
権
の
内
部
分
裂
に
便
乗
し
て
、
そ
の
分
派
勢
力
と
手
を
む
す
ぴ
、

北
朝
と
の
我
争
を
続
け
て
い
っ
た
。
文
和
年
中
（
五
二
～
五
）
に
も
、
南
朝
に

tosho-seibi-repo
長方形



合
体
し
た
反
足
利
勢
力
で
あ
る
足
利
撹
冬
・
山
名
時
氏
・
桃
井
直
常
ら
の
「
宮

方
」
と
尊
氏
・
薫
詮
の
「
武
家
方
」
と
が
、
京
碧
を
舞
台
に
は
げ
し
く
戦
い
、

京
都
の
争
票
を
再
三
く
り
か
え
し
た
果
て
は
、
「
京
白
河
ノ
武
士
ノ
屋
形
ノ
外

ハ
、
在
家
ノ
〓
丁
モ
ツ
ヾ
カ
ズ
、
薔
々
タ
ル
原
上
之
茸
．
累
々
タ
ル
白
骨
叢
ニ

①

窺
レ
テ
、
看
シ
都
ノ
跡
（
ト
脱
力
し
そ
兄
へ
」
ぬ
洛
中
の
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
。

太
平
記
巻
二
寸
十
二
は
こ
の
た
び
の
討
牡
を
描
い
て
い
る
。

が
、
巻
三
十
二
の
立
て
か
た
は
諸
本
に
異
同
が
あ
り
、
大
き
く
四
頬
に
分
か

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

れ
る
。
い
ま
酋
預
院
本
に
よ
っ
て
こ
の
巻
の
綱
呂
を
示
す
と
（
原
文
は
一
書
き
）

U
芝
官
（
後
光
産
院
）
御
位
事
　
　
　
　
　
吼
無
印
堅
実
励
痢
即
位
軍

畑
山
名
右
衛
門
佐
為
敵
軍
　
　
　
　
　
　
　
伺
武
蔵
将
監
自
害
事

㈲
墨
田
合
戦
等
弄
佐
々
木
近
江
守
秀
桔
討
死
事
㈲
山
名
京
落
事

∽
直
冬
与
吉
野
殴
合
体
琉
ザ

糊
許
由
渠
父
事

的
鬼
丸
鬼
切
事

的
寛
寺
合
戦
轟

の
ど
と
く
で
あ
る
が

同
氏
舜
孝
行
等

（
京
軍
号
之
）

㈲
相
子
固
・
軍

佃
直
冬
上
洛
等

佃
神
南
合
戦
串

紬
八
幡
御
託
宣
痙

流
布
本
や
そ
れ
に
近
い
釆
続
の
諸
本
（
賛
辞
本
・
神
官

女
犀
凍
・
野
坂
本
等
）
で
は
肇
二
十
二
は
囲
ま
で
で
、
最
後
の
二
段
的
餌
は
次

の
巻
に
含
ま
れ
、
天
正
本
系
統
（
薫
陶
本
・
野
尻
本
目
録
等
）
は
川
ま
で
と
そ

れ
以
下
と
が
聖
二
十
一
二
一
両
巻
に
折
半
さ
れ
て
お
り
、
普
通
の
四
十
巻
本
よ

㊤

り
巻
数
の
多
い
謡
本
（
京
大
本
・
前
田
家
本
・
野
尻
本
等
）
で
は
こ
れ
が
そ
の

ま
ま
巻
二
一
十
三
に
当
っ
て
い
る
。
章
票
の
表
現
に
小
異
は
あ
る
が
西
源
院
本
と

同
じ
立
て
か
た
は
、
祁
田
本
（
国
書
刊
行
会
本
）
・
永
和
書
写
本
・
相
田
長
意

本
・
相
談
院
本
・
尊
経
閻
l
本
・
校
井
旧
蔵
本
こ
托
田
本
・
内
聞
文
屋
本
・
今

川
家
本
等
々
、
旧
形
諸
本
の
す
べ
て
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。
小
諭
に
い
う
「
巻

一
二
十
二
」
も
旧
形
本
の
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
文
和
の
内
乱
を
描
き
と
め
て
い
る
も
の
と
し
て
、
太
平
記
の
ほ
か
に
源

成
賃
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
を
比
較
し
て
、
両
者
の
相
異
点
、
と
く
に
そ

れ
ぞ
れ
の
作
者
の
視
点
の
ち
が
い
を
考
察
し
、
太
平
記
の
性
路
の
一
端
に
ふ
れ

て
み
た
い
、
と
い
う
の
が
小
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

二

源
成
真
は
、
佐
竹
家
蔵
本
（
未
見
）
が
知
ら
れ
て
い
る
唯
l
の
伝
本
で
、
史

＠

料
編
詰
所
に
は
そ
の
影
写
本
が
あ
る
が
、
ま
だ
ま
っ
た
く
流
布
し
て
い
な
い
。

上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
は
「
問
、
八
幡
大
菩
薩
田
当
家
祖
神
濫
働
如
何
」

「
間
、
昔
ヨ
リ
誰
家
力
王
家
ノ
相
門
ヲ
不
レ
出
、
踵
レ
然
御
当
家
限
テ
代
々
権
柄
ヲ
一

執
、
朝
家
ヲ
守
護
シ
朝
敵
等
ヲ
平
ケ
今
モ
諸
侍
二
首
頂
ト
仰
カ
レ
給
故
如
何
」
　
4
1

（
内
容
は
前
九
年
の
役
の
事
）
「
間
、
後
三
年
ノ
合
戦
ノ
蔓
如
何
」
の
一
二
段
お
よ
　
一

び
い
く
つ
か
の
附
話
を
お
さ
め
1
下
巻
は
「
問
、
文
治
五
年
配
望
見
謂
如
何
」

「
一
間
、
右
大
将
頼
朝
咽
御
京
上
何
ケ
良
二
快
哉
」
「
間
云
、
後
京
上
ノ
蔓
如
何
」

「
一
間
云
文
和
弐
年
頭
御
京
上
事
如
何
」
「
間
云
、
璽
芸
戦
濫
鶴
何
事
二
供

ケ
ル
哉
」
の
四
段
を
お
さ
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
問
答
体
に
訂
し
て
い
る
。
序
文
に

よ
れ
ば
、
建
武
以
来
尊
氏
に
随
従
し
た
者
が
嘉
屋
年
間
（
一
一
二
八
七
～
∧
）
に

記
述
し
た
も
の
ら
し
い
。
い
ま
比
較
の
対
象
と
し
て
と
り
上
げ
る
の
は
、
下
巻

の
後
半
に
あ
る
文
和
の
寛
寺
合
戦
の
記
事
で
あ
る
。

終
り
の
部
分
に
、
官
方
の
軍
が
た
て
こ
も
っ
て
い
た
東
寺
を
ひ
き
あ
げ
て
京

都
の
戦
火
も
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
、
洛
中
の
貴
戌
が
天
F
泰
平
を
喜
悦
し
た
こ

°

0

°

と
を
述
べ
て
、
「
弦
武
将
威
風
、
洛
中
ノ
凶
徒
腰
ヲ
払
ヒ
平
ク
。
是
モ
源
氏
ノ

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

°

0

0

威
勢
也
」
（
圏
点
笠
者
、
以
下
同
様
）
と
つ
け
加
え
て
い
る
が
、
源
氏
の
威
勢
を



書
き
し
る
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
雷
名
の
由
来
も
あ
り
、
制
作
の
意
図
も
あ

る
。
そ
の
意
図
を
は
た
す
た
め
に
、
重
義
・
義
家
・
頼
朝
な
ど
瀕
家
代
々
の
将

軍
の
英
雄
的
治
績
を
語
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
が
、
尊
氏
の
臣
下
で
あ
る

こ
の
作
者
は
、
特
に
下
巻
の
後
半
に
お
い
て
、
源
氏
の
棟
染
た
る
将
軍
計
上
を

智
仁
勇
兼
備
の
理
想
的
武
人
像
に
形
象
す
る
こ
と
に
意
を
砕
い
て
い
る
。
例
を

あ
げ
よ
う
。

文
和
四
年
三
月
の
貰
寺
合
戦
で
、
南
北
両
軍
が
七
条
大
路
に
灘
失
し
た
と

き
、
も
っ
と
も
清
躍
し
て
い
た
細
川
持
氏
が
負
傷
し
、
そ
の
軍
が
財
尭
し
た
と

の
情
報
が
今
比
叡
の
尊
氏
の
本
陣
に
達
す
る
や
、
r
尊
氏
ほ
二
十
托
ば
か
り
を
率

い
て
急
遽
七
条
東
洞
院
の
清
氏
の
随
に
駆
付
け
る
が
、
将
軍
を
迎
え
た
相
州
済

民
の
陣
中
を
派
成
菜
は
衣
の
・
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

相
州
琉
同
名
ノ
輩
、
土
岐
佐
々
木
各
撃
由
日
一
、
七
粂
合
戦
班
躍
最
中
、
入

0

0

°

エ

1

1

．

〇

°

0

0

°

掛
如
何
ト
被
レ
申
ケ
レ
ハ
、
例
之
眉
ヲ
含
七
拾
テ
、
合
戦
に
打
負
ハ
両

々
一
処
二
可
レ
損
レ
命
ヲ
、
此
陛
破
テ
後
入
御
無
益
可
レ
成
l
テ
、
御
盃
ヲ
打

テ
、
散
近
付
ハ
各
防
戦
テ
、
御
自
害
之
時
分
計
可
レ
被
レ
申
伊
押
静
テ
御
座

0

　

0

　

°

　

0

　

°

　

0

　

も

　

°

　

0

　

0

　

0

　

°

　

0

　

0
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°
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ス
事
ノ
雛
、
仮
敵
鬼
神
醸
琴
共
御
動
転
7
撃
由
気
色
一
見
ヱ
拾
ヒ
シ
。
試
将

0

0

°

0

0

0

0

°

0

°

0

田
威
勢
不
思
議
ニ
ソ
覧
ヱ
シ
。
凡
ソ
軍
ノ
勝
負
ハ
接
げ
為
こ
天
学
、
将
軍
相

州
ノ
障
ヱ
入
七
給
テ
後
静
タ
リ
。

こ
こ
に
描
か
れ
た
尊
氏
の
像
は
、
夢
窓
国
師
が
尊
氏
の
人
徳
を
望
讃
し
て

「
第
一
に
心
強
に
し
て
合
戦
の
問
身
命
を
拾
拾
ふ
べ
き
に
臨
む
掛
等
毘
々
に
皮

0

0

°

0

0

°

0

°

0

°

と
い
ヘ
ビ
も
、
咲
を
含
て
怖
良
の
色
な
し
」
と
述
べ
た
と
い
う
梅
較
論
の
記
述

を
そ
の
ま
ま
具
象
化
し
て
、
加
う
る
に
超
人
的
な
「
不
思
議
」
の
威
力
を
賦
与

し
て
い
る
。

源
戒
賃
が
尊
氏
像
を
措
き
あ
げ
る
た
め
に
用
い
た
い
く
つ
か
の
逸
話
の
な
か

の
一
つ
に
、
文
和
三
年
十
二
月
先
批
十
三
回
忌
供
養
が
あ
る
。
時
に
桃
井
正
常

は
北
陸
道
を
う
ち
従
え
王
京
都
に
せ
ま
り
、
足
利
直
冬
も
山
陰
道
を
攻
め
の
ぼ

り
、
さ
ら
に
山
名
時
氏
と
一
手
に
な
っ
て
丹
波
に
攻
め
入
っ
て
い
た
。
風
雲
急

を
告
げ
る
な
か
で
尊
氏
は
、
「
於
二
御
仏
覇
一
ハ
、
寺
家
等
持
院
二
被
∴
仰
置
一

テ
、
江
州
ヱ
可
レ
看
ェ
御
出
こ
と
い
う
周
因
の
進
言
を
も
し
り
ぞ
け
て
、
　
「
更

二
無
二
御
動
転
こ
く
、

此
儀
匿
ノ
障
専
也
。
天
道
ハ
正
理
二
可
レ
組
っ
　
其
故
ハ
此
御
仏
事
ハ
依

レ
無
レ
私
、
大
願
一
切
経
喜
写
既
二
成
就
ス
。
悦
ノ
上
ノ
享
也
。
以
テ
此
供

養
ノ
仏
事
可
成
ス
処
、
今
買
登
敵
ト
云
ハ
皆
以
一
向
重
恩
ヲ
l
立
レ
身
国
ヲ

（
マ
マ
）

賜
テ
多
勢
ヲ
従
者
也
っ
　
衰
盟
明
カ
ナ
ラ
．
ハ
、
不
義
追
従
天
罰
ヲ
哀
ル
ペ

シ
。
縦
故
人
招
ス
．
モ
御
仏
事
ヲ
被
レ
逐
ペ
シ
。

と
い
っ
て
、
余
念
な
く
仏
事
を
営
み
、
と
ど
こ
お
り
な
く
済
ま
せ
た
そ
の
翌
る

二
十
四
日
に
主
上
を
奉
じ
王
京
を
落
ち
る
の
で
あ
る
が
、
こ
」
の
話
な
ど
は
、
も

し
軍
記
物
語
の
作
者
が
、
時
代
の
変
革
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
英
雄
と
し
て

の
期
待
を
尊
氏
に
か
け
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
は
見
の
が
す
は
す
も
な
い

恰
好
の
素
材
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
太
平
記
は
ま
っ
た
く
と
り
上
げ

な
い
で
、
た
だ
「
荘
冬
巳
二
大
江
ノ
山
ヲ
越
下
問
へ
シ
カ
バ
、
正
月
十
二
日
之

幕
橿
二
将
軍
主
上
ヲ
駁
撃
テ
近
江
国
へ
落
拾
フ
」
と
記
し
た
だ
け
で
あ
る
。
源

成
集
に
は
華
氏
が
書
写
せ
し
め
た
こ
の
一
切
経
を
成
城
寺
の
衆
徒
百
余
人
が
強

謁
し
た
経
緯
が
し
ろ
さ
れ
て
い
る
が
、
今
も
当
寺
に
伝
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
発

国
文
に
「
後
醍
醐
院
詳
異
常
。
考
批
二
葉
成
正
常
。
元
弘
以
後
単
亡
魂
。
一
切
怨

親
悉
超
匿
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
た
だ
に
亡
母
の
供
養
だ
け
で
な
く
、
後
醍

醐
天
皇
お
よ
び
元
弘
以
来
の
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た

④

．
が
、
太
平
記
作
者
の
関
心
を
ひ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
他
、
尊
氏
が
後

光
敢
院
に
対
し
て
臣
一
「
の
礼
節
あ
っ
く
「
是
ヲ
将
軍
正
シ
キ
礼
儀
」
と
世
間
で

①

沙
汰
し
た
話
や
、
雪
の
湖
水
を
眺
あ
て
古
歌
を
感
す
る
風
防
の
士
と
し
て
の
一
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⑤

面
を
伝
え
る
話
は
、
渾
成
賃
作
者
の
立
場
と
制
作
の
意
図
を
如
実
に
示
し
て
い

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ご
と
く
を
割
愛
し
た
太
平
記
作
者
の
視
点
の
据

え
場
所
を
否
定
的
に
唱
元
す
る
も
の
で
あ
る
。

派
威
賃
作
岩
の
立
場
は
、
岩
沢
博
士
も
い
わ
れ
る
ど
と
く
「
梅
枚
論
と
立
場

を
同
じ
く
す
る
」
　
（
室
町
文
学
史
）
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
措
か
れ
た
尊
氏
の

僻
や
行
動
が
、
病
後
誠
に
ひ
く
夢
窓
国
師
の
尊
氏
評
の
具
象
と
も
み
ら
れ
る
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
い
ま
一
つ
の
例
に
つ
い
て
見
よ
う
。

文
部
四
年
正
月
二
十
日
、
京
都
の
山
名
時
氏
を
攻
略
す
る
た
め
に
尊
氏
は
近

江
の
武
佐
寺
を
発
し
、
勢
田
に
障
し
て
、
佐
々
木
造
苔
に
浮
棺
を
つ
く
ら
せ

る
。
翌
二
十
一
日
、
全
軍
が
滞
り
準
え
た
夜
、
橋
の
警
固
を
進
言
す
る
者
が
あ

っ
た
が
、
尊
氏
は
背
水
の
陣
の
叡
智
に
な
ら
っ
て
夜
半
に
橋
を
撤
去
ま
せ
る
。

人
々
は
「
将
軍
、
兼
（
賢
）
毘
ノ
武
路
二
長
給
フ
」
と
感
嘆
し
た
と
い
う
話
で

あ
る
。
作
者
は
こ
の
話
に
続
け
て
「
庸
二
付
テ
昔
物
語
ヲ
可
レ
申
」
と
一
挿
話
を

戟
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
建
武
二
年
（
一
三
三
五
〕
十
二
月
、
尊
氏
の
軍
と
伊
豆

に
戦
っ
て
放
れ
た
新
田
義
貞
が
「
遠
州
天
竜
河
二
数
旦
返
送
メ
、
浮
橋
ヲ
搾
シ

テ
、
軍
勢
不
レ
残
撃
テ
好
未
川
ヲ
越
テ
、
此
相
見
若
布
匝
不
レ
可
レ
切
、
舵
・
々
為
こ

警
固
東
国
ノ
努
ヲ
洋
セ
ト
、
澹
守
二
仰
含
テ
」
帰
洛
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ

の
話
は
梅
放
論
に
く
わ
し
い
が
、
源
戒
倍
苗
倍
略
な
記
述
の
中
に
も
彼
と
の
類

似
が
み
と
め
ら
れ
る
う
え
に
、
源
威
集
は
橋
を
警
固
さ
せ
た
義
民
の
真
意
を
ま

っ
た
く
語
ら
な
い
で
、
詳
し
い
叙
述
を
梅
桧
論
に
譲
っ
て
い
る
。
太
平
記
（
巻

十
四
、
官
軍
引
退
箱
根
串
）
で
は
、
こ
の
と
き
義
貞
は
「
浮
橋
ヲ
切
テ
突
流
」

し
、
「
敵
縦
ヒ
寄
ス
共
、
左
右
ナ
ク
亘
ス
ベ
キ
様
モ
無
」
い
よ
う
に
し
て
、
足
利

①

軍
の
追
撃
を
ま
ぬ
が
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
か
か
る
く
い
違
い
は
、
源

威
集
が
こ
の
話
柄
を
梅
校
論
に
汲
ん
で
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
の
み
な
ら

ず
、
渾
棺
を
警
固
さ
せ
た
童
貞
の
話
と
撤
回
さ
せ
た
尊
氏
の
話
と
は
、
守
っ
た

く
逆
な
説
話
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
テ
ー
マ
と
プ
ロ
ッ
ト
と
は
全
然
同
じ
で
あ

る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
、

1
浮
橋
を
造
ら
せ
、
全
軍
を
没
し
て
、
大
将
が
最
後
に
預
る
。

2
味
方
の
有
利
を
図
っ
て
、
橋
を
切
落
せ
（
又
は
堅
固
せ
よ
）
と
進
言
す

る
者
＝
常
識
が
提
出
さ
れ
る
。

3
大
将
は
あ
え
て
不
利
＝
逆
説
を
喜
ん
で
、
名
将
の
群
立
を
示
し
、
請
人

を
感
嘆
さ
せ
る
。

と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
説
話
は
、
ま
さ
に
同
じ
形
象
の
一

陰
画
と
陽
画
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
尊
氏
の
話
は
、
重
鼻
の
「
凡
敵
の
　
4
3

大
勢
に
相
向
ふ
と
き
に
、
田
方
小
勢
に
て
川
を
後
に
あ
て
ゝ
戟
ふ
時
こ
そ
退
ま
一

じ
き
謀
に
、
舟
を
や
き
、
は
し
を
き
る
こ
そ
武
略
の
一
の
手
だ
て
な
れ
」
　
（
梅

松
諭
）
の
言
葉
を
核
と
し
て
で
き
上
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
な
お
い
っ

そ
う
両
書
の
密
接
な
関
係
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

太
平
記
巻
三
十
二
で
は
僅
か
に
「
将
軍
ハ
三
万
余
路
ノ
勢
ニ
テ
二
月
四
日
、

坂
本
二
著
拾
フ
」
と
あ
る
だ
け
で
、
野
田
川
を
ど
の
よ
う
に
し
て
洩
っ
た
か
に

は
何
の
興
味
も
寄
せ
て
い
な
い
。
尊
氏
が
沢
新
蔵
人
に
「
為
勢
多
亘
、
橋
船
竹

綱
馬
踏
板
以
下
、
急
速
可
致
用
意
之
状
如
件
」
と
命
じ
た
正
月
十
七
日
付
の
文
書

（
大
日
本
史
料
所
引
南
部
文
書
）
は
、
足
利
軍
が
急
造
の
浮
橋
で
演
河
し
た
こ
と

を
証
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
背
水
の
陣
の
故
智
に
な
ら
う
名
将
の
試
暗
に
ま
で

仕
上
げ
て
語
り
つ
ど
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
尊
氏
理
恵
化
の
意
図
は
あ
き
ら
か

で
あ
る
。
と
同
時
に
、
そ
れ
に
は
関
心
を
と
ど
め
ぬ
太
平
記
作
者
の
立
場
な
り



意
図
な
り
を
否
定
的
に
昭
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ

の
尊
氏
の
武
略
を
採
り
あ
げ
な
か
っ
た
太
平
記
は
、
そ
の
子
義
詮
が
鹿
谷
の
山

を
後
に
賀
茂
川
を
前
に
陸
を
構
え
た
こ
と
を
記
し
て
、

此
障
ノ
様
前
二
川
看
テ
後
二
大
山
疇
タ
レ
ハ
引
場
ノ
蕊
間
l
レ
官
て
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°

　

°

　

0

韓
信
力
兵
書
ヲ
サ
ミ
ノ
背
水
ノ
陸
ヲ
張
シ
二
違
テ
、
殊
更
士
殴
佐
々
木
ノ

兵
共
近
江
ト
美
濃
ト
ヲ
後
二
於
テ
戟
ワ
ン
ニ
、
一
引
テ
暫
気
ヲ
ヤ
ス
メ
ハ
ヤ

ト
恩
ハ
ヌ
事
ヤ
ア
ル
へ
キ
ト
、
末
サ
ル
戦
サ
キ
二
、
敵
二
心
ヲ
ソ
討
テ
レ

ケ
ル
。㊥

と
評
し
て
、
そ
の
布
陣
の
拙
劣
さ
を
笑
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

源
戒
集
の
作
者
は
ほ
と
ん
ど
常
に
尊
氏
の
身
近
か
に
い
た
ら
し
く
、
そ
の
証

左
は
書
中
に
も
　
「
建
武
ノ
初
ヨ
リ
武
将
二
軍
シ
レ
従
ニ
」
、
「
悪
二
其
人
数
ニ

テ
供
奉
セ
シ
程
ニ
」
、
「
関
東
ヨ
リ
供
奉
、
仕
こ
ル
合
戦
一
毎
二
外
レ
ヌ
忠
ヲ
致

せ
シ
問
」
な
ど
と
散
見
す
る
う
え
に
、
さ
ら
に
そ
れ
を
賽
書
き
し
て
い
る
の

は
、
尊
氏
の
居
な
い
場
所
で
の
事
件
を
し
ろ
す
場
合
に
、
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其
子
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間
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二
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看
二
御
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一
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。
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○
然
所
、
下
御
所
寿
菜
ヨ
リ
飛
脚
ヲ
以
被
レ
申
、
当
手
ハ
従
こ
山
崎
一
、
良
嶺
・

（
二
こ

延
胆
寺
・
大
原
野
・
老
山
二
陳
ヲ
可
ゾ
取
、
取
堅
メ
ハ
可
レ
章
一
言
上
一
也
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

○
合
戦
之
章
、
西
坂
本
ニ
ハ
知
シ
被
レ
食
サ
リ
シ
ニ
、
桃
井
ノ
手
ハ
越
中
国

人
某
等
、
士
撃
二
二
百
余
騎
降
参
瑠
㌫
申
掛
掛
－
家
督

な
ど
の
よ
う
に
、
聞
い
た
こ
と
と
し
て
書
き
と
め
、
一
元
的
な
記
述
態
度
を
か

な
り
忠
実
に
守
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
元
的
に
設
定
さ
れ
た

作
者
の
位
置
の
ど
と
き
も
の
は
、
太
平
記
に
は
も
ち
ろ
・
ん
見
出
し
え
な
い
。
足

利
方
の
細
川
清
氏
や
南
部
六
郎
ら
の
活
躍
を
と
り
立
て
て
描
く
と
と
も
に
、
宮

方
の
朝
倉
下
野
守
や
赤
桧
氏
範
ら
の
習
闘
を
も
特
笠
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
い
ず
れ
の
陣
営
に
も
属
さ
ぬ
傍
観
者
の
気
易
さ
と
視
野
の
広
さ
と
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
文
和
四
年
二
月
の
京
合
戦
の
発
現
を
記
し
た
部
分
を
両
者
対
牒
し

て
み
る
と
、瀕

　
　
成
　
　
集

同
十
五
日
程
輿
会
・
東
寺
ノ
故
打

田
竃
条
望
小
路
ラ
一
手
令
レ
田

問
、
思
々
二
懸
合
、
小
田
佐
竹
勢

ハ
樋
口
京
板
国
府
社
ノ
前
、
細

川
相
州
六
条
室
町
、
土
岐
勢
者
七

条
甥
門
、
仁
木
小
七
郎
各
々
戦
功

ヲ
励
シ
、
（
下
略
）

太
　
　
平
　
　
記

二
月
十
五
日
ノ
朝
ハ
、
東
山
ノ
勢
共

上
京
へ
盲
人
テ
兵
粗
ヲ
取
由
閏
へ
ケ

レ
ハ
、
蹴
散
ン
ト
テ
、
桃
井
兵
部
大

輔
、
尾
張
左
衛
門
佐
五
百
倉
持
ニ
テ

東
寺
ヲ
打
出
テ
、
一
条
二
条
ノ
問
ヲ

二
手
二
成
テ
打
担
ル
。

の
ど
と
く
、
源
戒
集
は
当
然
菜
山
に
障
す
る
足
利
方
の
が
わ
か
ら
措
い
て
い
る

が
、
太
平
記
の
方
は
某
寺
に
た
て
こ
為
る
宮
方
の
が
わ
か
ら
の
叙
述
で
あ
る
。

ま
た
貰
寺
合
戦
の
結
末
を
記
す
部
分
を
封
持
す
る
と
、

14

源
　
　
成
　
　
業

関
東
ヨ
リ
馳
参
・
畠
山
尾
張
、

李
部
二
相
従
軍
勢
等
、
各
預
御

感
、
板
絵
ヒ
シ
カ
ハ
下
国
セ
シ

也
。
是
ヲ
文
部
ノ
某
寺
合
戦

ト
申
也
。

太
　
　
平
　
　
記

諾
大
将
是
ヲ
田
テ
サ
テ
ハ
此
兵
衛
佐

殿
ヲ
大
将
ニ
テ
将
竃
ト
故
ム
事
向
後

モ
叶
マ
シ
ト
テ
東
山
北
陸
之
勢
的
二

完
打
テ
馳
帰
り
山
陰
西
海
之
兵
ハ
胎

二
帆
ヲ
挙
テ
吉
行
。

と
あ
っ
て
、
預
威
集
が
買
国
武
士
の
一
「
国
を
も
っ
て
招
笠
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
太
平
記
は
官
方
勢
の
帰
国
を
語
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
所
に
も
具
現
し

て
い
る
よ
う
に
、
巻
三
十
二
を
全
般
的
に
見
れ
ば
、
接
し
て
苗
買
の
が
わ
か
ら



の
記
述
が
多
い
。

太
平
記
が
巻
十
二
（
公
職
一
統
政
道
事
）
と
巻
二
十
一
（
後
醍
醐
帝
の
崩

獅
）
と
を
境
と
し
て
三
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
る
と
す
る
見
か
た
は
、
す
で
に
常

識
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
難
太
平
記
の
著
者
が
太
平
記
作
者
を
「
官
方
深
重

の
者
」
と
し
た
規
定
を
、
そ
の
初
め
の
部
分
だ
け
に
認
め
、
後
半
部
に
す
す
む

に
つ
れ
て
官
方
を
否
定
し
て
武
家
方
に
身
を
よ
せ
、
と
り
わ
け
第
一
二
部
な
ど

は
、
足
利
方
の
意
を
う
け
た
単
な
る
合
戦
功
名
記
の
如
き
体
裁
で
あ
る
と
ま
で

言
わ
れ
た
り
す
る
。
作
者
主
体
の
立
場
が
か
く
巻
を
逐
っ
て
移
動
し
て
い
る
こ

と
は
、
四
十
巻
を
通
読
す
る
者
の
一
様
に
抱
く
印
象
で
は
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

太
平
記
の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
の
よ
う
な
変
化
と
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
の

時
代
相
の
変
動
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う
作
者
主
体
の
頭
実
認
識
の
推
移
や
、
さ

ら
に
現
実
と
作
者
と
を
媒
介
し
た
は
ず
の
郡
市
人
の
意
識
の
変
化
な
ど
と
の
関

わ
り
を
い
っ
さ
い
捨
象
し
て
、
い
ち
が
い
に
狭
く
武
家
方
の
作
者
に
よ
る
書
継

ぎ
と
い
う
ふ
う
に
結
論
す
る
こ
と
に
は
疑
念
が
残
る
。
建
武
四
年
　
（
一
三
三

七
）
　
の
金
ヶ
崎
落
城
女
で
の
こ
と
を
記
す
梅
校
諭
は
東
和
五
年
（
一
三
四
九
）

に
足
利
臣
一
「
（
な
か
ん
ず
く
粕
川
氏
に
関
係
の
深
い
）
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
足
利
方
の
手
に
成
る
書
と
の
比
較

を
通
し
て
、
太
平
記
の
第
一
二
一
部
に
お
け
る
作
者
の
立
場
を
か
な
り
明
ら
か

に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
一
般
に
、
太
平
記
の
前
半
が
後
醍
醐
天
皇

・
大
塔
官
・
新
田
糞
民
ら
に
対
す
る
批
判
を
も
含
ん
で
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

作
者
の
立
場
を
「
宮
方
深
重
」
と
す
る
見
か
た
を
捨
て
去
ら
な
い
の
に
は
、
足

利
的
な
る
梅
放
論
と
の
問
に
は
や
は
り
著
し
い
相
異
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
看

過
し
え
な
い
こ
と
も
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
三
部
に
な
る

と
、
も
は
や
梅
魚
論
は
比
較
の
材
料
と
な
り
え
ず
、
太
平
記
作
者
の
立
場
を
武

家
方
l
と
み
な
す
の
を
妨
げ
な
く
な
る
。
梅
校
諭
の
成
っ
た
願
和
五
年
と
い
え

ば
、
植
木
正
行
の
戦
死
し
た
翌
年
に
当
り
、
そ
の
頃
を
境
に
し
て
南
朝
の
威
勢

は
い
っ
そ
う
衰
退
し
、
同
時
に
足
利
政
権
そ
の
も
の
も
一
種
の
白
描
作
用
を
は

じ
め
て
、
内
乱
の
様
相
は
大
き
く
変
る
の
で
あ
る
。
時
代
の
瀕
動
を
執
拗
に
追

究
し
て
い
こ
う
と
す
る
作
者
に
と
っ
て
は
、
　
「
三
十
余
年
侭
前
山
之
谷
ノ
匠

二
、
坦
木
ノ
花
開
春
ヲ
知
ヌ
浩
二
テ
ヲ
ハ
ス
ル
」
南
朝
政
権
な
ど
に
焦
点
を
合

せ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
き
お
い
武
家
方
に
関
す
る
記
述
が
圧
倒
的

に
多
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
武
家
方
足
利
方
と
い
わ
れ
る
第
三
部
に

属
す
る
巻
三
十
二
を
、
足
利
的
立
場
か
ら
の
一
元
的
記
述
を
徹
底
さ
せ
て
い
る

源
戒
集
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
綴
れ
に
あ
る
尊
氏
讃
仰
は
此
れ
に
は
な
い
し
、

此
れ
に
見
え
る
足
利
批
判
は
被
れ
に
は
見
え
な
い
と
い
う
ふ
う
に
、
や
は
り
大

き
な
色
合
い
の
相
異
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
作
者
の
立
場
は
決
し
て
足
利

方
武
家
方
で
は
あ
り
待
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
事
は
、
作
者
宮
方
一

と
い
う
旧
来
の
説
を
単
純
に
肯
定
す
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
が
、
足
利
幕
府
の
　
4
5

夢
職
に
も
あ
っ
た
難
太
平
記
若
者
の
眼
に
は
、
第
三
部
を
も
含
め
て
　
「
富
方
　
一

深
重
」
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。

巻
三
十
二
を
全
般
的
に
み
れ
ば
概
し
て
官
方
勢
の
が
わ
か
ら
の
記
述
が
多
い

と
い
う
こ
と
も
、
．
作
者
の
政
治
的
立
場
よ
り
ほ
、
官
方
勢
が
京
の
内
に
あ
っ

て
、
足
利
勢
が
こ
れ
を
外
か
ら
攻
め
た
と
い
う
、
両
軍
陣
営
の
位
置
関
係
に
上

り
多
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
じ
両
軍
は
再
一
二
た
ち
代
っ
て
入
京
す
る

が
、
作
者
の
ス
ポ
ッ
ト
は
、
京
都
と
い
う
舞
台
の
中
央
に
い
れ
代
り
進
み
出
る

両
軍
を
客
観
的
に
平
等
に
描
ら
し
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ
さ
ま
す
る
。
文
和
四

年
正
月
十
六
日
、
直
冬
を
大
将
と
し
て
斯
波
・
桃
井
ら
の
宮
方
が
上
洛
し
て
き

た
と
き
、
直
冬
の
「
果
皮
ノ
腹
巻
二
軍
弓
持
テ
草
鞋
二
差
単
皮
ヲ
」
話
た
姿
を

見
て
、
　
「
天
一
「
ノ
武
将
ニ
ハ
難
レ
膿
出
立
栽
ナ
ト
怪
力
ル
所
無
」
く
言
い
放
っ

㊥
・

た
「
見
物
ノ
責
部
」
と
同
様
、
京
の
内
に
あ
っ
て
時
勢
を
傍
観
し
て
い
る
者
の



視
点
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

四

滞
威
集
の
作
者
は
、
彼
自
身
も
参
加
し
た
京
の
合
戦
に
つ
い
て
、
次
の
よ
ぅ

な
印
象
を
も
ら
し
て
い
る
。

浩
中
之
事
ナ
レ
ハ
、
見
物
衆
五
条
橋
ヲ
桟
敬
ト
ス
。
勝
軍
成
シ
カ
ー
モ
、
手

負
打
死
多
カ
リ
シ
程
二
、
請
人
愁
傷
之
処
、
不
忠
儀
成
シ
事
ハ
、
当
日
終

（
マ
マ
）

夜
清
水
坂
二
立
君
袖
ラ
烈
テ
、
座
頭
琵
琶
ヲ
調
参
シ
ニ
、
少
々
平
家
語
ラ

ン
ス
ル
蔦
呼
ノ
者
モ
看
シ
也
。
猶
嘆
シ
カ
リ
シ
乎
ハ
、
御
遣
物
買
物
候

シ
奥
。
古
針
買
伊
桝
掴
シ
、
合
戦
成
ラ
ヌ
日
ハ
、
御
方
敵
洛
中
之
湯
屋
二

折
合
、
時
々
物
語
過
ノ
合
シ
更
二
無
レ
煩
シ
也
。

こ
の
よ
う
な
京
の
庶
民
世
界
の
風
俗
を
記
し
て
、
さ
ら
に
「
辺
土
田
舎
ノ
軍
ニ

ハ
、
某
所
二
人
跡
ヲ
不
レ
露
。
是
ソ
都
ノ
放
下
覚
シ
」
と
驚
嘆
し
て
い
る
。
こ
れ

は
京
に
住
み
な
れ
た
り
又
京
の
合
戦
に
し
ば
し
ば
従
軍
し
た
も
の
の
眼
で
は
な

く
、
明
ら
か
に
「
辺
土
田
舎
ノ
軍
」
に
馴
れ
た
寛
国
武
士
が
郡
の
風
俗
に
見
開

い
た
新
鮮
な
驚
き
の
眼
で
あ
る
。
合
戦
の
さ
な
か
に
五
条
橋
を
桟
敷
と
し
て
群

が
っ
て
い
る
見
物
衆
、
そ
れ
は
源
成
蕉
作
者
に
と
っ
て
は
い
か
に
も
珍
奇
な
風

俗
な
の
で
あ
っ
た
が
、
太
平
記
作
者
の
都
会
人
的
な
眼
に
は
む
し
ろ
当
然
の
添

景
な
の
で
あ
る
。
太
平
記
に
収
め
ら
れ
た
二
十
六
首
（
流
布
本
に
よ
る
）
　
の
落

首
を
初
め
と
し
て
、
い
か
に
も
京
童
的
な
批
評
が
随
所
に
見
ら
れ
る
ほ
か
に
、

京
童
の
眼
を
通
し
て
事
件
を
眺
め
て
い
る
作
者
を
も
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

る
。
た
と
え
ば
当
時
扇
う
ち
わ
の
ば
さ
ら
絵
に
書
い
て
も
て
は
や
さ
ぬ
人
も
な

か
っ
た
と
い
う
阿
保
・
秋
山
の
一
路
打
の
話
（
巻
二
十
九
）
が
あ
る
。
二
人
が

名
乗
り
を
あ
げ
て
閃
か
に
馬
を
歩
ま
せ
る
、
そ
の
一
瞬
の
静
寂
を
招
い
て
、
作

者
は
、

両
陣
之
兵
ハ
、
ア
レ
貝
ヨ
ト
テ
軍
ヲ
止
テ
手
ヲ
挙
ル
。
数
万
之
見
物
衆
ハ

戦
場
共
云
ハ
ス
歩
リ
寄
り
、
堅
唾
ヲ
呑
テ
是
ヲ
見
ル
こ
、
定
二
軍
ノ
符
ハ

只
是
二
不
知
ト
ソ
兄
へ
タ
リ
ケ
ル
。

と
言
っ
て
い
る
が
、
彼
は
見
物
衆
の
眼
を
通
し
て
二
人
の
動
き
を
見
つ
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
太
平
記
の
作
者
を
こ
う
し
た
群
衆
の
中
に
求
め
る
説
に
は
賛
成

し
か
ね
る
が
、
秋
山
九
郎
を
し
て
「
葦
カ
ナ
ル
打
物
シ
テ
見
物
衆
之
居
眠
り
醒

セ
ン
」
と
呼
ば
わ
ら
せ
た
作
者
に
は
、
享
受
者
と
し
て
の
都
市
人
が
大
き
く
働

き
か
け
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
は
制
作
の
意
図
な

り
立
場
な
り
か
ら
し
て
、
都
市
人
を
享
受
者
と
し
て
は
全
然
予
想
し
な
か
へ
た

源
成
莞
作
老
の
、
つ
い
に
持
つ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
視
点
な
の
で
あ
っ
た
。

源
成
集
の
作
者
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
将
軍
家
に
焦
点
を
合
せ
て
、
こ
れ
を
仰

ぎ
見
る
姿
勢
で
撃
を
運
び
、
好
ん
で
腫
促
の
内
を
措
い
て
い
る
。
文
和
四
年
二

月
六
日
の
合
戦
で
、
南
軍
山
名
勢
は
神
苗
に
障
す
る
足
利
軍
を
攻
め
、
つ
い
に

章
託
の
本
陣
に
ま
で
迫
ま
る
が
、
・
そ
の
時
の
有
様
は
、
瀕
威
蛮
・
太
平
記
・
赤

⑲
桧
記
の
一
二
書
が
描
い
て
い
る
。

46

源
・
成
　
集

河
内
山
続
三
二
十
余
町

（
マ
マ
）

ニ
陳
取
シ
味
方
ノ
陳
被

二
打
破
二
丁
、
武
将
御
坐

近
買
入
、
自
レ
元
敷
皮

二
拇
坐
、
御
撰
被
レ
立
、

御
前
ニ
ハ
遺
学
則
舷
把

朕
ス
。
買
付
時
分
御
題

可
ゾ
被
レ
企
由
串
仁
ア
リ

太
　
平
　
記

羽
林
相
公
ノ
障
ノ
辺
ニ

ハ
、
紐
二
勢
石
打
計
ソ

貼
り
ケ
ル
。
是
侭
モ
保

佐
演
判
官
入
道
々
替
、

赤
絵
禅
師
則
詰
比
陣
二

踏
遥
テ
、
何
ク
へ
カ
引

侯
へ
キ
。
只
我
等
力
御

前
ニ
テ
打
死
仕
膜
バ
ン

赤
　
校
　
訂

御
前
ニ
ハ
奉
行
璃
人
、

外
様
二
赤
絵
律
師
則
薩

佐
々
木
判
官
入
道
遺
贅

計
伺
候
ス
。
敵
急
二
見

へ
シ
カ
バ
、
養
詮
叶
ハ

シ
ト
ヤ
恩
召
ケ
ン
、
抑

馬
二
召
レ
、
落
方
ヲ
求

給
フ
ナ
リ
。
則
成
定
寄



ケ
レ
ハ
、
武
将
仰
云
、
一

足
モ
御
座
不
レ
可
レ
動
、

御
罠
不
レ
可
レ
看
二
田
用
一

急
々
御
岳
可
レ
退
由
仰

ケ
ル
時
、
（
下
略
）

ヲ
御
覧
シ
テ
、
其
後
和

自
害
供
へ
ト
、
大
将
ヲ

琴
レ
詣
テ
、
腫
幕
ノ
内

二
蒜
居
タ
リ
。

テ
、
七
寸
ヲ
控
へ
申
様

ハ
、
則
舷
討
死
仕
テ
後

ニ
ッ
、
左
様
ノ
御
態
ハ

召
ル
へ
シ
。
正
ナ
ク
モ

兄
へ
給
フ
モ
ノ
カ
ナ
ト

申
セ
ハ
　
（
下
略
）

三
者
を
比
較
す
る
と
、
椎
幕
の
う
ち
に
葦
詮
・
壇
替
・
則
砧
の
三
人
が
居
並
ん

で
い
る
と
い
う
人
物
構
成
は
ま
っ
た
く
共
通
し
て
い
る
が
、
源
成
賃
は
萄
詮
も

ま
た
尊
氏
と
同
じ
よ
う
に
危
機
に
臨
ん
で
も
寂
然
不
動
の
、
つ
ま
り
源
氏
の
棟

梁
と
し
て
あ
る
べ
き
武
人
像
に
措
き
上
げ
、
太
平
記
は
将
軍
家
に
は
い
さ
さ
か

の
関
心
も
元
さ
す
に
道
学
や
則
祓
ら
の
よ
ー
行
動
的
な
武
士
に
し
か
焦
点
を
合

わ
そ
う
と
し
な
い
。
さ
ら
に
赤
校
訂
に
な
る
と
、
お
そ
ら
く
太
平
記
を
も
と
に

こ
れ
を
改
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
義
詮
は
悼
惜
な
武
将
に
な
り
さ
が
り
、
か

わ
っ
て
義
詮
を
叱
略
し
拗
励
す
る
則
蔵
に
焦
点
が
向
け
ら
れ
る
。
し
か
も
太
平

記
は
、
源
戒
葉
や
赤
校
記
が
ご
く
簡
略
に
説
明
的
に
し
か
触
れ
な
か
っ
た
則
祓

應
下
の
武
士
た
ち
の
習
迅
を
こ
そ
、
意
欲
的
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
源
威

環
の
作
者
が
好
ん
で
描
い
た
稚
幕
の
内
の
こ
と
は
、
太
平
記
作
者
の
関
心
事
で

は
な
い
。
彼
は
思
う
存
分
の
活
踵
を
武
士
に
要
求
し
て
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
大

空
の
下
へ
ひ
っ
ぼ
り
出
し
た
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
ま
た
見
物
衆
の
む
ら
が
る

所
で
も
お
っ
た
。
渾
戒
賃
や
赤
松
記
が
、
将
軍
家
ま
た
は
赤
槙
の
家
を
語
ろ
う

と
し
た
そ
の
意
図
の
故
に
、
抹
殺
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
帽
層
、
す
な
わ
ち
合

戦
の
場
に
お
け
る
よ
り
下
層
の
・
武
士
た
ち
の
活
睦
ぶ
り
を
バ
太
平
記
は
積
極
的

に
と
り
上
げ
て
意
欲
的
に
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
現
実
と
作
者

と
を
媒
介
し
っ
つ
且
つ
ま
た
享
受
者
で
も
あ
っ
た
都
市
人
の
意
向
の
反
映
を
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
作
者
自
身
も
ま
た
時
罠
の
組
織
の
内
部
に
位
置
し
て

は
い
な
い
こ
と
を
琴
う
こ
と
が
で
き
る
。

五

太
平
記
に
は
、
た
し
か
に
中
下
層
の
武
士
、
と
く
に
談
内
周
辺
の
土
豪
層
の

ス
ス
キ

清
控
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
　
巻
三
十
二
に
も
白
魚
三
郎
左
衛
門
尉

（
備
前
）
後
顧
基
明
（
播
摂
）
、
二
宮
兵
鐘
助
（
越
中
）
、
南
部
六
郎
　
（
若

狭
）
等
々
の
活
躍
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
源
成
賃
は
主
と
し
て
結
城
・
小
山
・

佐
竹
・
那
須
ら
関
東
諸
大
名
の
軍
忠
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
比

較
的
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
那
須
備
前
守
資
藤
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

文
和
四
年
三
月
二
十
二
日
、
環
径
の
合
戦
の
日
、
味
方
の
敗
色
が
濃
く
な
っ
た

の
で
、
尊
氏
は
七
条
河
原
に
待
機
さ
せ
て
お
い
た
資
藤
に
出
動
を
命
じ
る
。
資

藤
は
一
族
郎
従
二
百
余
路
を
引
き
つ
れ
て
七
条
大
路
を
西
へ
攻
め
つ
け
夜
半
ま

で
散
々
に
戦
う
が
、
遂
に
負
傷
し
、
「
息
之
下
少
通
」
る
状
態
で
、
戸
板
に
載

せ
ら
れ
て
尊
氏
の
前
に
戻
る
。
「
直
二
項
筒
研
ノ
痍
被
二
御
覧
二
ア
、
今
度
ノ
振
舞

神
妙
之
由
事
由
感
一
ケ
レ
ハ
、
恭
モ
御
詞
耳
二
入
力
ト
覚
テ
、
日
ヲ
ハ
タ
ト
見
開

キ
、
血
ノ
付
タ
ル
批
ニ
テ
打
諾
キ
々
々
命
ヲ
堕
」
し
た
。
作
者
は
稚
幕
の
中
に

い
て
、
そ
の
光
景
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
、
作
者
は
、
尊
氏
が

「
御
渦
ヲ
浮
」
べ
て
、
資
藤
の
父
資
忠
の
忠
功
な
ど
を
ま
で
語
っ
た
の
を
「
蚕

ナ
シ
」
と
恐
櫻
し
、
将
軍
尊
氏
の
部
下
を
思
う
仁
慈
の
深
さ
と
那
須
氏
の
軍
功

と
資
蕗
の
訴
忠
と
を
措
く
こ
と
に
、
よ
り
大
き
な
意
糞
を
見
出
し
て
い
る
。
仁

慈
と
い
い
諏
忠
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
投
影
さ
れ
た
作
者
の
伝
統
的
身
分
観
念

は
か
え
っ
て
主
従
の
人
間
味
を
損
な
っ
て
、
措
置
で
あ
り
悲
壮
で
あ
る
。
太
平

記
に
は
宮
方
の
山
名
師
桑
が
自
分
を
救
う
た
め
に
身
を
根
性
に
し
た
河
村
弾
拝

忠
を
悼
ん
で
悲
境
一
に
く
れ
る
早
ま
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
武
士
社
会
の
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中
で
体
験
に
培
わ
れ
自
然
発
生
的
に
芽
生
え
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
極
め
て
人

間
的
な
主
従
の
結
合
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
瀕
成
集
が
尊
氏
の
理
想
像
と

某
国
武
士
の
忠
功
を
措
こ
う
と
し
て
、
そ
の
意
図
を
じ
ゅ
う
ぷ
ん
文
学
的
に
形

象
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
作
者
の
叡
念
的
性
路
を
露
呈
し
て
い
る
の
に
く
ら
べ

る
と
、
太
平
記
の
方
は
、
作
者
の
批
判
烹
議
の
背
骨
を
な
し
て
い
る
伝
統
的
儒

教
的
遺
徳
観
念
に
も
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
い
で
、
行
動
的
な
武
士
を
い
き
い
き
と

躍
動
せ
し
め
る
こ
と
の
で
き
た
多
く
の
場
面
を
も
っ
て
い
る
。

那
須
資
再
の
死
は
太
平
記
で
も
特
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
尊
氏
に
出
動
を
命

せ
ら
れ
た
だ
蕗
が
「
一
儀
二
不
レ
達
、
出
方
大
勢
引
導
ア
敵
皆
琴
、
、
進
メ
ル
障

ノ
真
申
へ
憬
入
テ
、
兄
弟
一
二
人
一
族
郎
従
升
六
膝
、
一
足
モ
不
レ
引
打
死
シ
ケ

ル
コ
ソ
京
ナ
レ
」
と
あ
る
だ
け
で
、
七
条
大
路
で
の
璽
戦
ぶ
り
も
稚
幕
の
内
で

の
臨
終
の
様
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
作
者
の
関
心
は
全
く
別
の
所
に
あ
っ
た
。

太
平
記
に
よ
れ
ば
、
資
蕗
は
合
戦
の
前
に
故
紺
下
野
の
老
母
に
消
息
を
送
っ
て

先
立
つ
不
芋
を
詫
び
る
が
、
母
か
ら
は
励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
「
是
ハ
元
暦

ノ
古
へ
、
古
郡
須
与
一
資
高
壇
涌
合
戦
二
扇
ヲ
射
テ
名
ヲ
後
代
二
揚
ク
リ
シ
暗

ノ
幌
也
」
と
言
っ
て
薄
紅
の
母
衣
を
錦
の
袋
に
入
れ
て
送
っ
．
て
き
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
資
藤
の
そ
の
日
の
出
立
ち
を
、
滞
成
喋
は
「
重
犯
資
忠
、
昔
奥
責
之

0

0

0

0

°

時
、
従
二
頼
義
将
軍
一
拾
タ
リ
シ
」
光
を
著
、
「
右
ノ
脇
ヨ
リ
古
ピ
タ
ル
組
ヲ
取
掛
」

け
て
打
立
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
鎧
の
由
来
を
説
い
て
母
衣
に
触
れ
な
い
の
は
、

そ
れ
が
那
須
与
一
伝
来
な
ぜ
と
い
う
由
緒
あ
る
代
物
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
那
須
釆
図
や
寛
政
重
修
諸
家
譜
に
は
太
平
記
の
記
事
に
拠
っ
た
の
か
老

母
が
母
衣
を
送
っ
た
こ
と
は
注
し
な
が
ら
も
、
那
須
与
一
を
も
ち
出
す
こ
と
だ

け
は
さ
す
が
に
遠
慮
し
て
い
る
。
資
蕗
を
置
励
す
る
老
母
の
、
孝
経
の
宥
名
な

一
節
そ
の
ま
ま
の
消
息
と
同
様
、
真
実
性
に
乏
し
い
。
他
な
ら
ぬ
「
那
須
」
の

資
幕
の
「
古
ピ
タ
ル
紋
」
か
ら
の
達
憩
が
、
那
狼
与
一
の
、
し
か
も
扇
の
的
を

射
た
と
き
一
の
母
衣
へ
と
発
展
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
自
然
で
あ
り
、
こ
と
に
合

戦
の
あ
い
ま
に
平
野
蓑
ら
せ
平
家
を
聞
い
て
い
た
当
時
の
武
士
や
都
市
人
に

と
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
当
然
な
結
び
つ
き
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
に
は
太

平
記
を
受
け
入
れ
た
当
時
の
郡
市
人
の
嗜
好
が
強
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
こ
の
巻
三
十
二
に
は
他
に
も
平
家
物
語
と
賢
が
り
の
あ
る
説
話
が
あ
る
。

芳
醇
実
盛
の
説
話
に
よ
っ
て
潤
色
さ
れ
た
二
宮
兵
匠
跡
の
話
、
河
原
太
郎
次
郎

兄
弟
の
活
躍
を
背
景
に
も
つ
河
箆
ハ
転
売
重
行
の
話
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

話
に
は
三
つ
の
共
通
点
が
あ
る
。

l
∴
」
れ
ら
の
人
物
の
習
戦
の
あ
り
さ
ま
そ
の
も
の
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い

2
　
説
話
の
核
と
な
つ
∪
い
る
事
件
（
例
え
ば
資
藤
と
老
母
と
の
消
息
）
は
、

京
の
見
物
衆
の
眼
の
屈
か
ぬ
世
界
で
起
ざ
た
も
の
で
あ
る
。

3
　
郡
市
人
た
ち
に
と
っ
く
は
身
近
か
に
経
放
し
た
こ
れ
ら
の
武
士
た
ち
の

最
期
と
、
琵
琶
法
師
な
ど
を
媒
介
に
し
て
熟
知
し
て
い
る
源
平
時
代
の

紗
季
語
的
な
世
界
と
を
、
極
め
て
甥
契
約
に
結
び
つ
け
て
く
れ
る
説
話

で
あ
る
。

右
の
三
点
で
あ
る
。
太
平
記
の
作
者
は
、
混
沌
と
し
て
収
拾
の
つ
か
ね
時
勢

の
動
き
を
執
拗
に
客
観
的
に
措
き
つ
づ
け
な
が
ら
、
混
迷
の
現
実
の
中
に
糊
か

の
契
機
を
求
め
て
は
、
叡
乎
詩
的
な
世
界
の
裁
ち
入
れ
を
試
み
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
こ
の
作
品
の
各
巻
に
彩
し
い
平
家
物
語
の
投
影
の
数
々
と
と
も
に
、

軍
記
物
の
典
型
と
し
て
の
平
家
物
語
が
、
い
か
に
強
く
太
平
記
作
者
の
方
法
を

規
倒
し
て
い
た
か
聖
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
・
同
時
に
ま
た
平
家
物
語
的
な
世

界
と
の
結
び
つ
け
に
喝
釆
を
博
し
、
そ
れ
を
求
め
る
郡
市
人
の
、
自
由
で
明
る

く
位
辰
な
空
想
を
反
映
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
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六

上
来
、
太
平
記
巻
三
十
一
一
と
瀕
戒
童
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
視
点
の
据

え
場
所
を
中
心
に
比
較
考
察
し
て
、
種
々
な
る
相
異
点
を
見
出
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
諸
々
の
相
異
の
由
っ
て
采
た
る
所
以
は
、
結
局
次
の
二
点
に
要
約

で
き
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
作
者
が
特
定
の
組
織
の
中
に
そ
の
位
置

を
占
め
て
い
て
、
そ
の
位
置
に
密
話
し
た
制
作
意
図
と
、
二
冗
的
な
視
野
と
を
看

し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
傍
観
者
の
立
場
に
あ
っ
て
、
し
か
も
複
数
の
視
点
に

媒
介
さ
れ
た
広
角
的
な
視
野
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
予
想

さ
れ
る
享
受
者
の
階
層
を
武
士
陀
扱
（
殊
に
関
豪
諸
国
の
）
だ
け
に
狭
く
限
定

し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
よ
り
広
汎
な
階
層
（
殊
に
京
肇
周
辺
の
）
を
相
手
と

し
て
彼
等
の
意
識
を
も
じ
ゆ
う
ぷ
ん
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

－
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
1
1

誼
の
　
太
平
記
（
巻
三
十
三
、
飢
人
投
身
事
）
。
西
滞
院
本
（
刀
江
書
院
刊
）

に
よ
る
。
以
下
特
に
こ
と
わ
る
ほ
か
は
同
じ
。

◎
　
野
尻
本
（
内
閣
文
琵
濠
）
は
凡
四
十
二
巻
だ
が
、
巻
四
十
二
は
「
八
暗

愚
童
訓
」
か
ら
採
っ
て
附
加
さ
れ
た
も
の
で
太
平
記
元
来
の
も
の
で
は

な
い
（
亀
田
純
一
郎
氏
「
太
平
記
」
）
。
題
答
及
び
章
一
の
初
め
に
あ

る
「
太
平
記
目
録
」
に
よ
っ
て
も
本
菜
は
天
正
本
預
銃
で
あ
る
こ
と
明

白
だ
が
、
巻
七
・
二
十
一
と
聾
二
十
一
望
「
の
都
合
十
三
巻
は
他
系
統

に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
で
、
従
っ
て
肇
二
十
二
の
綱
目
の
立
て
方
も

「
目
録
」
と
本
文
と
は
振
田
し
て
い
る
。

◎
　
源
成
環
に
つ
い
て
は
埜
操
丹
治
博
士
が
「
日
本
文
学
書
目
解
説
胸
室
町

時
代
」
で
簡
略
な
解
説
　
（
ほ
ぼ
問
題
の
記
述
が
吉
沢
薫
別
博
士
　
「
崇
）

町
文
学
史
」
に
も
あ
る
）
を
さ
れ
て
い
る
他
は
、
史
籍
解
題
や
辞
典
の

煩
に
も
所
見
が
な
い
。

㊤
　
尊
氏
が
後
醍
醐
商
の
芸
也
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
天
竜
寺
供
養
の
盛

儀
は
、
太
平
記
（
巻
二
十
四
）
に
も
詳
し
い
が
、
社
会
の
混
乱
を
「
先

帝
之
神
霊
御
憤
り
」
に
よ
る
と
考
え
て
の
供
黍
だ
と
詰
り
、
武
家
の
著

惨
と
政
治
の
貧
困
に
起
因
す
る
こ
と
を
反
省
せ
ぬ
愚
昧
を
雲
塑
　
「
真

俗
共
二
矯
博
之
心
」
が
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

◎
　
明
日
（
文
部
三
年
十
一
月
十
六
日
）
河
原
樹
政
行
幸
。
（
中
略
）
御
子

左
大
納
言
為
琵
椙
所
、
〒
レ
時
武
将
ノ
御
庸
敷
。
有
職
者
二
被
ゾ
尋
、
行

幸
時
可
′
為
二
無
礼
一
乎
否
。
申
云
、
和
餌
ヲ
揚
ラ
ル
　
へ
シ
。
更
二
不

ゾ
可
ゾ
畢
子
細
一
ト
云
舌
下
逗
而
仰
ノ
間
、
縦
笹
ヲ
巻
共
、
壁
面
輿
一
高
力

覧
率
可
リ
看
二
其
恐
】
そ
、
当
日
ノ
朝
俄
二
板
敷
従
レ
際
、
柱
ヲ
可
二
引
研
一
由

醇
密
二
被
二
仰
含
一
問
其
沙
汰
致
シ
ケ
レ
ハ
、
和
種
市
ハ
不
ゾ
見
。
是
ヲ
将

軍
正
シ
キ
礼
儀
ト
世
ニ
ハ
申
セ
シ
也
。
（
源
威
荒
し

◎
　
折
シ
モ
聖
降
北
風
列
シ
キ
二
、
武
将
湖
ヲ
御
覧
シ
テ
、
詠
シ
顔
ニ
テ
笑

ヲ
含
稔
テ
、
佐
竹
刑
部
大
輔
（
師
弟
）
和
白
見
合
七
賜
テ
、
雪
ヲ
花
ト

謁
ム
眼
前
也
ケ
り
‥
ト
、
漕
行
舟
ノ
跡
見
ヱ
ル
迄
、
文
花
ノ
風
吹
ノ
志
賀

ノ
山
越
ノ
歌
コ
ソ
、
今
眼
前
ナ
レ
ハ
ト
被
け
仰
シ
、
師
葦
数
寄
老
ト
被
二

恩
召
一
ケ
ル
酸
類
ト
、
時
／
面
目
ニ
テ
ソ
看
シ
。
（
同
上
）

⑦
　
太
平
記
で
は
そ
の
代
り
に
童
貞
主
従
の
超
人
的
な
剛
カ
ぶ
り
が
誇
張
さ

れ
律
動
的
に
語
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
梅
松
諭
・
潜
成
藁
と
太
平
記
と
の

性
精
の
相
異
、
と
り
わ
け
享
受
闇
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
。

◎
　
本
文
は
永
和
書
写
本
（
高
乗
勲
氏
戒
）
に
よ
る
。
こ
の
評
語
は
天
正
太

系
統
お
よ
び
抗
布
本
末
銃
の
諸
本
に
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
旧
形
本
に
は
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見
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
後
人
の
加
笹
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、
旧
形

本
の
中
で
も
時
に
古
い
と
さ
れ
る
永
和
蔓
写
本
及
び
神
田
本
・
（
但
し
刊

行
会
本
）
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

㊥
　
本
文
は
訴
橿
本
（
上
野
図
書
館
戒
）
に
よ
る
。
こ
の
京
童
的
靴
l
ト
に
天

正
本
市
税
に
だ
け
見
ら
れ
る
。

㊥
　
参
考
太
平
記
所
引
に
上
る
。
「
参
考
太
平
記
引
田
書
目
」
に
よ
れ
は
播

壁
書
等
山
十
咄
坊
所
蔵
の
由
で
、
群
琶
炉
従
本
亦
校
訂
と
は
別
物
ら
し

ヽ

　

0

－
V

小
説
の
制
作
者
た
ち
と
そ
の
社
会
基
盤

－
－
日
本
小
説
研
究
序
説
・
そ
の
三
1橋

　
　
本
　
　
直
　
　
久

50

は
　
し
　
が
　
き

先
に
、
「
小
説
に
お
け
る
発
想
と
そ
の
主
体
」
　
「
小
説
に
お
け
る
ハ
ナ
シ
す

る
意
識
」
と
顎
す
る
拾
考
（
夫
々
「
国
文
学
致
」
1
7
・
1
9
号
に
発
表
）
に
お
い

て
、
日
本
の
近
代
以
前
に
お
け
る
小
説
（
叡
塾
文
学
）
が
持
っ
て
い
る
萄
怨
と

ハ
ナ
シ
す
る
意
識
の
間
嬰
を
諭
述
し
た
。
驚
憩
の
問
責
に
あ
っ
て
は
、
個
性
の

背
後
に
あ
る
人
間
主
体
の
内
容
と
そ
れ
が
曇
天
に
対
し
て
と
る
態
臣
が
、
日
本

語
と
い
皇
羞
抽
・
文
葦
、
ハ
ナ
シ
と
い
う
形
態
と
結
び
つ
い
三
択
目
さ
れ
る
こ

と
の
背
心
味
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
設
置
に
触
れ
、
ハ
ナ
シ
す
る
意
託
に
あ
っ
て

は
、
現
実
の
彼
方
に
あ
る
何
も
の
か
を
話
す
意
識
の
誕
生
と
変
遷
に
及
ん
だ
。

こ
の
両
者
は
当
然
結
び
つ
く
問
題
で
あ
り
、
近
代
小
説
が
、
個
性
が
環
境
自
体

を
内
容
と
し
て
構
想
し
た
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
前
の
間
顕
で

あ
り
・
言
わ
ば
、
超
個
人
的
な
態
度
と
意
識
の
間
顎
で
あ
っ
た
。
図
式
的
に
言

う
と
、
近
代
小
説
が
、
個
性
が
現
実
を
再
構
成
し
て
そ
こ
に
ハ
ナ
シ
を
生
ん
で

い
る
の
に
反
し
て
・
過
去
の
小
説
は
、
超
個
人
的
に
共
通
す
る
態
度
と
意
説
が

茫
祝
と
し
た
人
間
性
（
そ
う
言
え
る
な
ら
）
を
伝
え
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
そ

れ
に
現
実
の
簑
打
ち
を
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
つ
た
と
亭
冬
空
こ
れ
は
、
社

会
的
な
干
ネ
ル
ギ
1
と
拉
法
と
の
問
題
に
違
な
る
こ
と
で
あ
る
。
近
代
小
説
に

あ
つ
て
も
、
日
米
の
場
合
は
、
案
外
に
も
こ
の
子
ネ
ル
ギ
ー
と
技
法
と
の
間
昌

が
打
綴
れ
ず
、
堕
l
一
与
れ
ば
、
西
洋
の
近
代
文
学
・
汗
代
小
説
が
近
代
的
な
人

間
性
と
そ
れ
を
事
え
る
近
代
社
会
に
よ
っ
て
現
実
を
再
楕
成
す
る
面
が
強
い
の

に
比
べ
る
と
、
菰
会
的
干
ネ
ル
ギ
ー
と
伝
統
的
技
法
が
先
行
し
内
容
は
現
実
か

tosho-seibi-repo
長方形




